
メルコスールとのEPA交渉の情勢について
⚫ メルコスールで日本との協議を担うブラジルのルラ大統領は、６月15～17日にフランスで開かれるG7サミットに招待される見通しと

なっており、高市首相がルラ大統領と会談し、交渉入りを調整するとみられる。

⚫ こうした動向を踏まえ、JA全中は６月５日、自民党TPP・日EU・日米TAG等経済協定対策本部において、自民党に対し緊急要請を行い、
農業構造転換を進める中で「食料安全保障を弱める安易な市場開放は容認できない」とし、政府・与党に毅然とした対応を強く求めた

⚫ 食料安全保障の強化へ、畜産業に必要な飼料の安定供給や、米・和牛などの輸出拡大を通じた生産基盤の強化を進めることも要望。情
報不足も指摘し、メルコスールの農畜産物の情報や関税などの国境措置について十分な情報提供を求めた

⚫ 関係団体からのヒアリングを踏まえ、自民党は６月５日、メルコスールとのEPAを巡り、交渉入りを目指す政府に対する提言をまとめ、
国益が損なわれる合意は絶対しないことや、重要５品目を中心に国内農業に影響が出ないよう配慮を求めた。
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